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模擬面接の様子

漕艇部 四　方　美　咲
自転車競技部 橋　本　優　弥
体操競技部 杉　野　正　尭
剣道部 妹　尾　舞　香
　〃 村　田　桃　子

冠スポーツ奨学金対象学生冠スポーツ奨学金給付者
企  業  等  名 代  表  者  名

医療法人秋津会徳田脳神経外科病院 理　事　長 徳　田　　　元 様
おおうら皮ふ科 院　　　長 寺　﨑　祐太朗 様
カイコー株式会社 代表取締役社長 宝　地　雅　浩 様
株式会社鹿児島銀行 取締役頭取 上　村　基　宏 様
株式会社かのや寿自動車学校 代表取締役 水　口　拓　己 様
株式会社きたやま 代表取締役社長 北　山　　　勉 様
旭信興産株式会社 代表取締役 大　石　博　資 様
小鹿酒造株式会社 代表取締役 日　髙　裕　二 様
有限会社寿スポーツ 代表取締役 二　川　健　治 様
サツマガス工業株式会社 代表取締役 宮　薗　春　人 様
株式会社新生社印刷 代表取締役 岡　崎　洋　人 様
医療法人青仁会池田病院 理　事　長 池　田　　　徹 様
大海酒造株式会社 代表取締役 河　野　直　正 様
有限会社風呂井会計 代表取締役 風呂井　　　敬 様
株式会社松下ホテル大藏 代表取締役 松　下　れい子 様
株式会社丸屋 代表取締役社長 家　迫　崇　史 様
株式会社三井 代表取締役 郷　原　忠　男 様
公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 会　　　長 水　野　明　人 様
株式会社ミズホ商会 代表取締役 田　中　丈　尋 様

平成31年度
冠スポーツ奨学金証書授与式を開催

　４月５日、平成 31 年度鹿屋体育大学入学式終了後に、本財団は冠スポーツ奨学金証書授与式を行
いました。
　この奨学金は、企業、団体等の方々からご寄附をいただき、その名称を冠した奨学金として、優れ
た競技成績や国際交流の推進に資する個人や団体に給付しているものです。
　式では、平成 31 年度の冠スポーツ奨学金給付者の企業 19 社の代表者から風呂井敬本財団理事長へ
奨学金目録が授与された後、全日本又は国際試合などで活躍している将来有望な学生５名に対し風呂
井理事長から冠スポーツ奨学金証書の授与が行われました。
　多額のご寄附をいただきました企業等の皆様に心から感謝いたします。

冠スポーツ奨学金証書授与式の様子

奨学金証書授与
　

本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
育
学
部
一
九
九
名
、

体
育
学
研
究
科
二
十
七
名
、

合
計
二
二
六
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
平
成
三
十
一
年
度
の

入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ

と
は
、
国
立
大
学
法
人
鹿
屋

体
育
大
学
の
教
職
員
な
ら
び

に
在
学
生
に
と
り
ま
し
て
、

大
き
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
日

ま
で
ご
子
弟
を
温
か
く
見
守

り
、
ご
支
援
を
惜
し
ま
れ
な

か
っ
た
保
護
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
に
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
、

豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
は

全
て
の
国
民
の
権
利
で
あ

る
」
こ
と
を
法
律
と
し
て

謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は
学

校
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年

三
月
に
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
、
卓
越
性
を
有
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

大
学
横
断
的
か
つ
競
技
横
断

的
統
括
組
織
の
「
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｓ
）」
ユ
ニ
バ
ス
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
発
展

と
推
進
の
た
め
に
は
、
科
学

的
に
裏
付
け
ら
れ
た
理
論
と

方
法
に
従
っ
た
指
導
が
必
要

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
鹿
屋

体
育
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
科
学
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
使
命
を
持
っ
た
大
学
で

あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
を
基

に
教
育
し
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
学

で
あ
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
学
部

の
教
育
目
標
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
・
武
道
分
野
に
お

け
る
研
究
成
果
に
基
づ
い
た

教
育
を
通
じ
て
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
及
び
武
道
を

適
切
に
指
導
し
得
る
専
門
的

知
識
、
実
践
力
・
実
技
力
や

指
導
力
を
有
し
、
広
く
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
有
為
な

人
材
の
養
成
」
で
す
。

　

ま
た
、
体
育
学
研
究
科
の

教
育
目
標
は
、
「
国
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
ス

ポ
ー
ツ
・
身
体
運
動
の
指
導

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
対
す
る
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
や
メ

ニ
ュ
ー
開
発
が
で
き
る
能
力

を
備
え
た
高
度
職
業
人
と
し

て
、
国
内
及
び
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
中
核
的
な
役
割

を
担
う
人
材
の
養
成
」
で

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
養
成
す

る
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
武
道

分
野
に
関
す
る
専
門
職
と
し

て
、
大
き
く
は
四
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
指
導
者
で

す
。
学
校
の
体
育
教
師
や
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
指
導
す
る
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
チ
な
ど
で
す
。
二
つ

目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す

る
研
究
者
で
す
。
具
体
的
に

は
、
自
然
科
学
的
手
法
を
用

い
た
領
域
、
人
文
社
会
科
学

的
手
法
を
用
い
た
領
域
、

コ
ー
チ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
実
践
研

＝
平
成
三
十
一
年
度　

鹿
屋
体
育
大
学
入
学
式
告
辞
＝

学
長
　
松
　
下
　
雅
　
雄

究
領
域
を
専
門
と
す
る
研
究

者
で
す
。
三
つ
目
は
、
国
や

地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
専

門
家
で
す
。
そ
し
て
、
四
つ

目
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
り

ま
す
。

　

来
年
に
は
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
鹿
児
島
で
も
国

民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
国
民
が
、
県
民

が
代
表
選
手
の
活
躍
を
期
待

し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
の
成
功
は
選
手
の
活

躍
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
々
の
支
え
に
よ
る
部
分
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
入
学
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
「
す
る
人
」
を
目
指
す
に

せ
よ
、
「
支
え
る
人
」
を
目

指
す
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
を
教
職
員
と
一
緒

に
な
っ
て
、
体
育
学
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
を
学
習
し
、
研

究
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
、
社
会
に
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を
備
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
今
も
っ
て
い
る

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
も
っ
て
夢
を
具
体
的
な

目
標
に
書
き
換
え
、
目
標
達

成
の
た
め
に
計
画
を
立
て
、

実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
課
程

に
開
設
さ
れ
た
授
業
科
目
の

中
か
ら
、
自
分
が
目
指
す
有

為
な
人
材
に
必
要
な
科
目
を

選
択
し
、
各
自
の
時
間
割
を

作
成
し
、
学
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

大
学
に
お
け
る
学
び
は
、

た
だ
知
識
を
習
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
考
え
方
を

作
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
お
い
て
は
、
知

識
を
手
に
入
れ
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ

と
、
人
の
意
見
を
し
っ
か
り

と
聞
く
こ
と
、
そ
し
て
、
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
教
師
や

友
人
と
の
対
話
を
大
事
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
各
地

か
ら
の
仲
間
、
海
外
か
ら
の

留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
全
国
や
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
る
友
人
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
隅
の

皆
様
方
は
学
生
諸
君
を
温
か

く
迎
え
、
本
学
の
教
育
研
究

を
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
大
隅
の
地

を
第
二
の
故
郷
と
思
い
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
の
皆

様
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様

方
に
ご
列
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
へ
の
期
待
と
激
励
を
述

べ
て
、
告
辞
と
い
た
し
ま

す
。
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入
学
お
め
で
と
う
�

＝
平
成
31
年
度
入
学
式
＝

　

４
月
５
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
平
成
31
年
度
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
体
育
学
部

１
８
１
名
、
同
第
３
年
次
編

入
学
18
名
、
大
学
院
体
育
学

研
究
科
体
育
学
専
攻
修
士
課

程
16
名
、
同
博
士
後
期
課
程

7
名
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
開
発

学
共
同
専
攻
修
士
課
程
2

名
、
大
学
体
育
ス
ポ
ー
ツ
高

度
化
共
同
専
攻
３
年
制
博
士

入学生宣誓

中西市長

教員紹介

在学生歓迎の辞

課
程
２
名
の
計
２
２
６
名
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
入
生
代
表
の

妹
尾
舞
香
さ
ん
（
武
道
課

程
）
が
「
学
則
お
よ
び
関
係

規
則
を
遵
守
す
る
と
と
も
に

本
学
創
設
の
理
念
に
の
っ
と

り
、
品
位
を
保
ち
、
実
践
的

な
体
育
指
導
者
を
目
指
し

て
、
学
業
お
よ
び
競
技
力
の

向
上
に
励
み
ま
す
」
と
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
中
西
茂
鹿
屋
市
長
か
ら

「
鹿
屋
体
育
大
学
の
優
れ
た

校
風
と
伝
統
を
大
切
に
し

て
、
自
ら
の
夢
、
希
望
、
目

標
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
を

さ
れ
、
鹿
屋
の
名
を
世
界
に

轟
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

が
贈
ら
れ
た
後
、
在
学
生
代

表
の
平
垣
拓
馬
さ
ん
（
武
道

課
程
３
年
）
か
ら
「
今
思
う

理
想
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
自
ら
の
手
で
実
現
し
て
ほ

し
い
」
と
歓
迎
の
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
終
了
後
に
は
、
平

成
30
年
度
学
長
表
彰
受
賞
者

に
対
す
る
学
長
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
競
技
成
績
が
優
秀
で

あ
っ
た
在
学
生
15
名
と
1
団

体
に
学
生
特
別
表
彰
状
及
び

学
生
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

23
年
目
を
迎
え
る

地
元
市
民
に
よ
る「
新
入
生
歓
迎
会
」

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
入
学
式

が
行
わ
れ
た
４
月
５
日
の

夜
、
鹿
屋
市
の
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

「
鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
歓

迎
会
」
が
開
催
さ
れ
、
新
入

生
を
は
じ
め
と
す
る
同
大
学

関
係
者
２
７
７
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
で
23
回
目
と
な
る
こ

の
歓
迎
会
は
、
鹿
屋
市
の
地

元
団
体
で
つ
く
る
鹿
屋
市
地

域
づ
く
り
交
流
事
業
実
行
委

員
会
（
田
中
俊
實
会
長
）

　

平
成
31
年
3
月
25
日
～

27
日
の
3
日
間
、
高
校
生

の
た
め
の
先
進
的
科
学
技

術
体
験
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
２
０
１
９
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ

エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
in
鹿
屋
体

育
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の

最
前
線
～
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

Ｇ
ｅ

ｎ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究
成
果

が
、
「
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
に
対
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
」
、
及
び
「
国
民
す
べ
て

の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
対

し
て
幅
広
く
応
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
」
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
全
国
か
ら
15
名
の

高
校
生
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
生
理
学
、
心
理
学
、
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
講

義
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、

最
先
端
の
研
究
装
置
・
設
備

を
用
い
て
実
験
を
行
う
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
が
人

間
の
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
貴
重

な
体
験
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
の
研
究
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
」
「
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
競
技
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
同
じ
部

活
動
の
仲
間
に
も
伝
え
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堪
能

し
た
様
子
で
し
た
。

※ 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
株

式
会
社
財
宝
か
ら
の
奨
学

寄
附
金
「
戦
略
的
社
会
貢

献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

る
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

が
、
県
外
出
身
者
の
多
い
新

入
生
に
地
域
市
民
と
の
交
流

を
通
じ
、
鹿
屋
の
地
に
早
く

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で

す
。

　

市
民
の
方
々
の
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
新
入
生
に
、
鹿
屋

市
か
ら
日
本
最
大
級
の
規
模

を
誇
る
「
か
の
や
ば
ら
園
」

の
無
料
入
場
券
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
黒

牛
・
黒
豚
の
炭
火
焼
き
や
カ

ン
パ
チ
の
握
り
寿
司
、
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
新

入
生
は
地
元
の
特
産
品
を
堪

挨拶をされる田中会長

特産品を堪能する新入生

ばら園の入場券を受け取る妹尾さん

女子の「早食い」で大盛り上がり

能
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
入
生
を
代
表

し
て
、
妹
尾
舞
香
さ
ん
（
武

道
課
程
）
か
ら
お
礼
の
言
葉

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
新
入

生
に
と
っ
て
、
市
民
の
方
々

の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、
大
変
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
７
日
の
１
泊

２
日
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
新

入
生
合
宿
研
修
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
体
育
学
部

新
１
年
生
を
対
象
に
、
有
意

義
な
学
生
生
活
を
過
ご
す
た

め
の
よ
り
良
い
人
間
関
係
を

形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
同

大
学
の
学
生
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
企
画
・
運
営

は
実
行
委
員
会
と
体
育
会
の

２日間を終えて
ハイスピードカメラを利用した

実験の様子

最大酸素摂取量推定実験の様子 野外炊飯

フラフープダウン

大縄跳び

平
成
31
年
度
新
入
生
合
宿
研
修
を
実
施

学
生
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、
同
大
学
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が

ら
学
内
を
巡
る
学
内
ク
イ
ズ

や
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
大
縄
跳
び

を
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
立
大
隅
青

少
年
自
然
の
家
に
移
動
し
、

夜
に
は
、
フ
ラ
フ
ー
プ
や
紙

テ
ー
プ
を
使
っ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
緊

張
感
も
解
け
て
笑
顔
の
な
か

１
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
野
外
炊
飯
で

は
、
火
お
こ
し
や
野
菜
を
切

る
の
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
小
ク
ラ
ス
で
協
力
し

て
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
を

作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
研
修
を
通
し
て
ク
ラ
ス

の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
い
ろ
ん
な
人
と
話
が

出
来
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
多
く
あ
り
、
非
常

に
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

高
校
生
の
た
め
の「
２
０
１
９
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
in
鹿
屋
体
育
大
学
」
開
催
！
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SOUTEN No.338
令和元年５月⑶

スポーツ生命科学系
教授　田巻　弘之

スポーツ人文・応用社会科学系
講師　栫　ちか子

スポーツ・武道実践科学系
助教　永原　隆

スポーツ人文・応用社会科学系
助教　日下　知明

スポーツ人文・応用社会科学系
講師　栗山　靖弘

４
月
１
日
採
用
教
員
の

６
名
よ
り『
ご
挨
拶
』

　

4
月
1
日
付
で
新
潟
医

療
福
祉
大
学
よ
り
着
任
致
し

ま
し
た
田
巻
弘
之
と
申
し
ま

す
。
私
は
本
学
4
期
生
で
も

あ
り
、
学
生
時
代
か
ら
ご
指

導
頂
い
た
頭
の
上
が
ら
な
い

先
生
方
、
先
輩
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
育
て
て
頂
い
た

母
校
に
て
勤
務
で
き
ま
す
こ

と
喜
ば
し
く
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
教
育
で
は
運
動
生

理
学
等
を
担
当
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
筋
骨
格
系
、
神
経

系
の
電
気
生
理
や
組
織
細
胞

の
構
造
・
働
き
に
関
す
る
運

動
刺
激
効
果
の
研
究
を
し
て

お
り
、
研
究
と
教
育
が
良
き

サ
イ
ク
ル
で
機
能
す
る
よ
う

学
生
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
武
道

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

た
入
学
式
、
桜
が
美
し
く
咲

く
キ
ャ
ン
パ
ス
、
4
期
生
記

念
樹
の
桜
が
大
き
く
成
長
し

て
い
る
の
を
見
か
け
、
感
動

し
ま
し
た
。
幼
少
よ
り
「
叱

ら
れ
て
伸
び
る
」
タ
イ
プ
の

子
供
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後

と
も
皆
様
か
ら
お
叱
り
を
頂

き
な
が
ら
、
桜
と
共
に
成
長

し
、
大
学
の
発
展
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
な
れ
る
よ
う
励
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
事
務
局
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

非
常
勤
講
師
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
間
、
大
学
体
育

ス
ポ
ー
ツ
高
度
化
共
同
専
攻

（
３
年
制
博
士
課
程
）に
て
、

学
生
と
し
て
も
在
学
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら

は
、
教
職
に
関
わ
る
「
保
健

体
育
科
教
育
」
関
連
の
授
業

を
中
心
に
担
当
し
ま
す
。
学

校
現
場
が
求
め
る
、
即
戦
力

と
な
る
学
校
体
育
教
員
の
養

成
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

研
究
設
備
が
整
い
、
多
分
野

の
教
員
が
一
同
に
会
す
、
国

立
大
学
唯
一
の
体
育
大
学
と

い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究

教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

か
ら
鹿
屋
体
育
大
学
に
特
任

助
教
と
し
て
勤
務
し
、
主
に

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
係
す

る
研
究
を
業
務
の
中
心
に
し

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を

遂
行
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
が

勉
学
に
励
み
、
優
れ
た
研
究

成
果
を
世
界
に
発
信
す
る
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
付
で
講
師
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
栗
山

靖
弘
と
申
し
ま
す
。
私
は
大

学
院
生
の
頃
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
推
薦
入
試
を
通
じ
た
進

路
形
成
に
つ
い
て
研
究
を
続

け
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
12
月
よ
り
本

学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
入
試
改
革
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
た
め
、
研
究
・

業
務
の
両
方
で
入
学
者
選
抜

と
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
入

学
試
験
は
個
人
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
過
程
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
研
究
と
業
務
と
い
う
、

理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
経
験
で
き
て

い
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
こ
こ
に

「
教
育
」
と
い
う
3
本
目
の

柱
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
少
し
で
も

鹿屋体育大学大学説明会・体験授業のお知らせ
【白水キャンパス：鹿児島県鹿屋市】
１．第１回大学説明会及び体験授業
　・日　　時：令和元年 7 月 13 日（土）　13：00 〜 16：00（大学説明会）
　　　　　　　令和元年 7 月 14 日（日）　  9：00 〜 11：40（体験授業）
　・対　　象：受験希望者（保護者を含む）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要の説明、在学生からのアドバイス、
　　　　　　　実験・実習体験、施設見学、個別相談会等（大学説明会）及び
　　　　　　　模擬授業（体験授業）等
　・申込受付：令和元年 6 月 10 日（月）〜 7 月 9 日（火）
２．第２回大学説明会
　・日　　時：令和元年 10 月 12 日（土）　13：00 〜 16：00
　・対象、実施内容は第１回と同じ
　・申込受付：令和元年 9 月 9 日（月）〜 10 月 8 日（火）
【東京サテライトキャンパス：東京都港区】
１．大学説明会
　・日　　時：第１回　令和元年  5 月 19 日（日）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第２回　令和元年  6 月 16 日（日）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第３回　令和元年  8 月 10 日（土）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第４回　令和元年  8 月 11 日（日）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第５回　令和元年 11 月  3 日（日）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第６回　令和２年  1 月 26 日（日）　13：30 〜 16：30
　　　　　　　第７回　令和２年  3 月 15 日（日）　13：30 〜 16：30
　・対　　象：受験希望者（保護者を含む）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要・学生生活等の説明、個別相談会
※日程及び開催場所が変更になることがあります。
※実施内容及び申込方法等の詳細については、
　 鹿屋体育大学公式ＨＰ（https：//www.nifs-k.ac.jp/）で確認してください。
申込み・問い合わせ先
国立大学法人鹿屋体育大学教務課入試係　住所：〒 891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町１番地
電話：0994-46-4869，4868　　FAX：0994-46-2515　　E-mail：nyushi@nifs-k.ac.jp

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
永
原
隆

と
申
し
ま
す
。
私
は
、
筑
波

大
学
ス
ポ
ー
ツR

esearch 
&

 D
evelopm

ent

コ
ア
で

マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
当

時
）
に
関
わ
る
研
究
員
と
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選

手
・
チ
ー
ム
を
対
象
に
用
具

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開

発
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
５
年
8
月

スポーツ生命科学系
講師　村田　宗紀

着
任
い
た
し
ま
し
た
村
田
宗

紀
（
む
ら
た
む
ね
の
り
）
で

す
。
私
は
学
習
院
大
学
で
物

理
学
を
博
士
前
期
課
程
ま
で

学
ん
だ
の
ち
、
体
育
科
学
を

筑
波
大
学
の
博
士
前
期
・
後

期
課
程
で
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学

セ
ン
タ
ー
に
て
ア
ス
リ
ー
ト

の
医
科
学
サ
ポ
ー
ト
に
従
事

し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

何
気
な
く
み
る
ス
ポ
ー
ツ
に

お
い
て
も
、
ト
ッ
プ
選
手
の

動
き
は
力
学
的
な
視
点
か
ら

観
察
す
る
と
非
常
に
合
理
的

で
あ
り
、一
つ
一
つ
の
動
作
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
の
面

白
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。一
方
で
、
様
々
な
個
性
を

持
つ
選
手
に
、
観
察
か
ら
得

た
知
見
を
還
元
す
る
こ
と
の

難
し
さ
と
重
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
研
究

と
指
導
現
場
が
揃
う
鹿
屋
体

育
大
学
で
、
研
究
と
現
場
を

つ
な
げ
ら
れ
る
人
材
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

改
元
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
着
任
と
な
り
、
気
持
ち

を
新
た
に
職
務
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

生
命
科
学
系
の
講
師
と
し
て

を
経
て
、
こ
の
度
は
じ
め
て

鹿
児
島
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
学
生
時
代
は
ず
っ

と
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

専
門
領
域
は
ス
ポ
ー
ツ
政

策
学
で
あ
り
、
特
に
、
地
方

自
治
体
と
民
間
ス
ポ
ー
ツ
組

織
・
団
体
の
官
民
連
携
・
協

働
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
地

方
自
治
体
と
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ

ブ
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ

う
な
関
係
を
築
い
て
い
く
べ

き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
諸
問

題
・
諸
課
題
に
つ
い
て
政
策

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究

を
蓄
積
し
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策

の
望
ま
し
い
進
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　ゴルフ部には現在 3名の部員が在籍していま
す。大学内には、奥行き約 130 ヤードの打撃練
習場があり、また週末にはコースでのラウンド練
習もできるので、練習環境はとても充実していま
す。また、春には他大学の合宿に参加するなど、
トップレベルの選手との交流を通して、競技力向
上に向けた取り組みを行っています。学内の練習
場は、ゴルフ用具及びクラブが多く備えてあるの
で、道具を持っていない方でもゴルフを楽しむこ
とができます。ゴルフは、1つのボールを打って
進み、ティーグラウンドからカップに入れるまで
に何打必要とするか、その打数の少なさを競う競
技です。子供から大人まで幅広い世代で楽しめる
競技であり、お年寄りの世代の方もプレーできる
人気のスポーツです。私たちゴルフ部は、ゴルフ

というスポーツの生涯スポーツとしての魅力や、
ゴルフを通じた人とのつながりを大切にし、楽し
くプレーすることをテーマに活動しています。そ
のため、部員だけではなく、ほかの部活動の学生
や地域の方々など、幅広い年齢層の方々と交流す
るようにしています。ゴルフ競技の大会に出て、
競技力向上を目指す部員もいれば、一つの趣味と
してゴルフを楽しんでいる部員もいます。また、
ゴルフをテーマにした研究を行っている部員もお
り、自らがプレーする以外にも、多角的にゴルフ
を支えていこうとしています。来春に卒業予定の
学生もおり、人数的にも厳しい状況が続きますが、
その中でも精一杯活動し、ゴルフの普及に貢献し
ていけるように頑張りますので、これからもご支
援の程よろしくお願いいたします。ゴルフ部

（地域の方
と一緒に）

課外活動団体紹介

　

４
月
１
日
付
で
着
任
い
た

し
ま
し
た
、
栫
（
か
こ
い
）
ち

か
子
と
申
し
ま
す
。
出
身
は

京
都
で
、
銀
閣
寺
の
麓
、
春

は
桜
・
夏
は
蛍
・
秋
は
紅
葉

を
愛
で
な
が
ら
、
哲
学
の
道

を
通
学
路
に
、
生
粋
の
京
女

と
し
て
育
ち
ま
し
た
。
清
楚

で
お
淑
や
か
な
女
性
に
育
っ

て
欲
し
い
と
い
う
両
親
の

願
い
も
虚
し
く
、
気
が
付
け

ば
、
ジ
ャ
ー
ジ
が
似
合
う
体

育
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
に
は
、
こ
れ

ま
で
9
年
間
、「
ダ
ン
ス
」

「
保
健
体
育
科
教
育
法
」
の

　

4
月
1
日
付
で
助
教
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

日
下
知
明
（
く
さ
か
と
も
あ

き
）
と
申
し
ま
す
。
岡
山
で

生
ま
れ
、つ
く
ば
、イ
ギ
リ
ス

※ 第１回、第２回とも大学説
明会開始時間前（10：30 〜
12：00）にも個別相談会を
実施します。

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
る
所

存
で
す
。
ま
た
、
変
化
の
激
し

い
時
代
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
と

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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れ
な
が
ら
、
色
々
な
方
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

注 

「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
略
称
。

詳
し
く
は
、h
ttp

:/
/

ap
.n

ifs-k
.ac.jp

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
ポ
ス
タ
ー
発
表
】

田
川
浩
子
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4
年
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が

自
主
的
に
課
題
解
決
策
を
考

え
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り

組
む
手
法
の
考
案
と
成
功
事

例◆
小
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
：

共
同
研
究
者
の
木
葉
一
総
准

教
授
、
指
導
教
員
の
山
本
正

嘉
教
授
を
は
じ
め
、
研
究
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
選
手

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
の
受

賞
で
す
。
こ
の
研
究
を
基
に

も
っ
と
掘
り
下
げ
、
形
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

【
口
頭
発
表
】

近
藤
亮
介
特
任
助
教

（
教
育
企
画
・
評
価
室
）

◆
研
究
テ
ー
マ
：
ス
ポ
ー
ツ

指
導
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
可

視
化
す
る
客
観
的
評
価
テ
ス

ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
）
の
開
発

◆
近
藤
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
：

Ａ
Ｐ
事
業
注
に
お
け
る
教
育

の
質
保
証
の
充
実
を
図
る
中

で
作
成
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
開

発
研
究
が
評
価
さ
れ
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
今
後
も
Ｓ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
の
普
及
に
力
を
入

左から小森講師、松下学長、田川さん、
山口さん、金高教授、瓜田教授

左から松下学長、近藤特任助教、濱中専門員、
金高教授、岡田事務補佐

学内行事  ６月
10日	・	大学院学位論文
	 　提出締切日
	 （前期末修了予定者）
16日	・大学説明会
	 （	東京サテライト
	 　キャンパス）

日
本
コ
ー
チ
ン
グ
学
会
第
30
回
学
会
大
会
で
3
名
の
表
彰
！

　

日
本
コ
ー
チ
ン
グ
学
会
第

30
回
学
会
大
会
兼
第
12
回
日

本
体
育
学
会
体
育
方
法
専
門

領
域
研
究
会
（
東
海
大
学
湘

南
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
い

て
、
「
優
秀
発
表
賞
」
を
3

名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
口
頭
発
表
】

小
原
侑
己
さ
ん

（
大
学
院
体
育
学
研
究
科
修

士
課
程
体
育
学
専
攻
2
年
）

◆
研
究
テ
ー
マ
：
大
学
女
子

◆
研
究
テ
ー
マ
：
運
動
意
識

の
発
生
分
析
か
ら
得
ら
れ
る

実
践
知
の
活
用
に
関
す
る
研

究◆
田
川
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
：

今
後
も
実
践
場
面
で
活
用
で

き
る
知
見
や
客
観
的
デ
ー
タ

の
収
集
・
分
析
を
積
み
重

ね
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
他

の
競
技
者
の
競
技
力
向
上
に

も
寄
与
で
き
る
実
践
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

垂
水
市
と
の
連
携
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
31
年
３
月
20
日
、
垂

水
市
役
所
に
て
鹿
屋
体
育
大

学
と
垂
水
市
と
の
連
携
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

協
議
会
は
平
成
28
年
度
に
設

置
さ
れ
、
相
互
の
連
携
及
び

協
力
を
目
的
と
し
た
協
定
に

基
づ
き
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
同
大
学
か

ら
は
、
松
下
雅
雄
学
長
、
原

田
耕
藏
理
事
（
社
会
連
携
担

当
）
、
同
市
か
ら
は
尾
脇
雅

弥
市
長
、
長
濱
重
光
副
市

長
、
坂
元
裕
人
教
育
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
冒
頭
に
、
尾
脇

市
長
と
松
下
学
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
大
隅
地
域
の
玄
関

口
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加

を
目
指
し
更
な
る
協
力
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
域
振
興
・
商
業
・
休
憩
施

設
が
一
体
と
な
っ
た
「
道
の

駅
た
る
み
ず　

は
ま
び
ら
」

の
開
駅
及
び
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
施
設
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
た

る
み
ず
」
の
安
全
な
運
営
に

向
け
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
の
更
な
る
発
展
と
同

　1日・第58回全日本学生選手権
	 　チーム・ロード・タイムトライアル大会
  （埼玉/加須市・羽生市利根川河川敷）
　2日・第5回全日本学生選手権
	 　個人ロードタイムトライアル自転車大会
  （埼玉/加須市・羽生市利根川河川敷）

　7日・2019日本学生陸上競技個人選手権大会
	 	（〜9　神奈川/Shonan BMW スタジアム平塚）
  ※ ハンマー投：神奈川/東海大学湘南校舎陸

上競技場
　8日・第35回全日本学生選手権個人ロードレース大会
  （群馬/群馬サイクルスポーツセンター）
22日・第73回全日本体操競技種目別選手権大会
  （〜23　群馬/高崎アリーナ）
	 ・全日本学生柔道優勝大会（男子68回・女子28回）
	 	（〜23　東京/日本武道館）

27日・第45回西日本バレーボール大学女子選手権大会
  （〜30　広島）
	 ・第45回西日本バレーボール大学男子選手権大会
  （〜30　兵庫）
 ・第103回日本陸上競技選手権大会
	 	（〜30　福岡/福岡市博多の森陸上競技場）
 ・全日本選手権自転車競技大会ロードレース
	 	（〜30　静岡/小山町 富士スピードウェイ）

闘いのスケジュール  ６月

大
学
と
の
連
携
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

左から山本教授、松下学長、
小原さん、木葉准教授

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
》

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（医）
秋
津
会
徳
田
脳
神
経
外
科
病
院

お
お
う
ら
皮
ふ
科

カ
イ
コ
ー
㈱

㈱
鹿
児
島
銀
行

㈱
か
の
や
寿
自
動
車
学
校

㈱
き
た
や
ま

旭
信
興
産
㈱

小
鹿
酒
造
㈱

㈲
寿
ス
ポ
ー
ツ

サ
ツ
マ
ガ
ス
工
業
㈱

㈱
新
生
社
印
刷

（医）
青
仁
会
池
田
病
院

大
海
酒
造
㈱

㈲
風
呂
井
会
計

㈱
松
下　

ホ
テ
ル
大
藏

㈱
丸
屋

㈱
三
井

㈱
ミ
ズ
ホ
商
会

様様様様様様様様様様様様様様様様様様 （
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
百
万
円
）

（
六
十
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成

元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費

（
寄
付
金
）
は
一
口
企
業
三
万
円
、
個
人

一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す

る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現

金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機

関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高

配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

左から坂元教育長、原田理事、尾脇市長、松下学長、
長濱副市長、中村海洋スポーツセンター長

【テニス】
◆2019年九州学生新進テニストーナメント
（3/6〜16　福岡/福岡大学七隈コート、春日公園テニスコート他）
▽男子
　シングルス 1位 岡村　浩太
　ダブルス 1位 浅田　幸輝
   田代　翔
▽女子
　シングルス 1位 大津　あかり
　 3位 岡﨑　亜美
　ダブルス 1位 岡﨑　亜美
   大津　あかり
　 3位 鈴木　日菜
   東　美月

【水泳】
◆第25回九州学生短水路公認記録会
（3/3　福岡/福岡市立総合西市民プール）
▽男子
　100m自由形　 2位 菊池　玲希
　200m自由形　 1位 古賀　圭一郎

　 2位 小林　祐馬
　400m自由形　 1位 小林　祐馬
　 2位 佐貫　省吾
　 3位 可德　圭秀
　1500m自由形　 1位 小林　祐馬
　 2位 可德　圭秀
 3位 佐貫　省吾
　100m背泳ぎ　 2位 門田　凌我
 3位 黒川　真吾
　200m背泳ぎ 1位 門田　凌我
 3位 黒川　真吾
　100mバタフライ 1位 野﨑　充
 2位 榊　大希
 3位 菊池　玲希
　200mバタフライ 1位 榊　大希
 2位 野﨑　充
　200m個人メドレー 1位 田崎　竜成
 3位 野﨑　充
　400m個人メドレー 1位 戸田　亮真
 2位 田崎　竜成
▽女子
　100m自由形　 1位 髙宮　玲音
 3位 讃岐　百花
　200m自由形　 1位 髙宮　玲音
 2位 川﨑　碧

 3位 鳥居　真世
　400m自由形　 1位 川﨑　碧
 2位 鳥居　真世
 3位 山口　藍李
　100m背泳ぎ　 1位 山口　藍李
　200m背泳ぎ　 1位 山口　藍李
　100m平泳ぎ　 1位 五十嵐　陽美
　200m平泳ぎ　 1位 五十嵐　陽美
 3位 藤坂　侑実
　100mバタフライ 1位 小林　瑠那
　200mバタフライ 1位 小林　瑠那

【ヨット】
◆2019年九州学生ヨット選手権大会（新人戦）
（3/8〜10　鹿児島/鹿屋体育大学海洋スポーツセンター）
▽混合 
　国際スナイプ級 3位 真鍋※
※は他団体選手との出場を示す。

【自転車競技】
◆第13回明治神宮外苑大学クリテリウム
（3/10　東京/明治神宮外苑外周コース）
▽男子 
　グループ1 6位 徳田　匠

３月


